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4． 実践活動の一連の取り組みに対する考察
4．1． 実践者と実践対象の子どもとの関係性の変化
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で話す量が増えたことと，Eが「見て見てー」と言いながら何かを持ってきて相手の反応を求
めることが増えたことを挙げ，実践活動が Eに少なからず影響を与えているように感じると話
していた。日本語の発話量が増えたことは，実践活動の影響であると断定することはできない
が，筆者と Eとの間で，互いの家にある物を見せ合いながらことばのやりとりを行うことの多
かった本実践活動を通して，自分から人と関わり，物を介してことばを交わすことの楽しさを
Eに知ってもらえたのではないかと推測する。以上の点を踏まえると，本実践活動は Eにとっ
て，日本語で自分を表現し，他者と関わることばの力を育むための一助となることができたと
いう点で意義があったと言えるのではないだろうか。
5． まとめと今後の展望
本稿では，筆者の行った実践活動の一連の取り組みを実践者の内省と共に振り返ることで，
子どもが自分を表現したり他者と関わったりするためのことばの力を育むことのできるような
教育実践のあり方について考察した。川上 (2011)が述べたように，子どものことばの力を育む
には，子どもの主体性を引き出せるような教育実践を行うことが肝要である。本実践活動の遠
隔実践という形式は，コロナ禍において，実際の移動を伴わずに互いの自宅に入り込むような
形で活動を行うことを可能にしたが，直接触れ合うことのできない画面越しの環境には活動の
制約もあった。だが，そのような状況であっても，子どもの興味・関心を手掛かりにして，互い
の身の回りにあるものをきっかけにことばのやりとりを行うことで，子どもと良好な関係を築
いていくことができた。子どもが主体的に楽しくことばのやりとりを行う中でことばの力を育
めるような活動を行うには，毎回の活動の中で子どもの主体性が発揮された瞬間を見極め，そ
れをひとつの機会として捉えて，次の活動を考えて繰り返していくということが重要であると
言える。また，子どもの主体性を引き出す活動を行うためには，完全に子ども任せにするので
はなく，実践者も主体的に子どもと関わる姿勢を常にもつ必要がある。
本実践活動の対象である幼児 Eとは，今後も実践活動を行っていく予定である。実践活動の
継続が決まった際，Eの母親に改めて，Eに日本語を習得してもらいたいと考える理由を尋ね
てみた。Eの母親は，最も大きな理由として，日本とドイツという2つの国に繋がりをもつ E
に，将来どちらの国でも生活することのできる選択肢を与えられるようにしたいからであると
話していた。また，日本に住んでいる自分の家族は日本語しか話せないことを挙げ，Eがより
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多くの家族とコミュニケーションをとれるようになるためにも，日本語の習得を望んでいると
話していた。海外の複数言語環境に暮らす Eにとって，幼少期から日本語で他者と楽しく関わ
る経験を積むことは，日本語学習を継続していくための糧になると推測する。今後，筆者が実
践者として，Eの将来の選択肢を広げ，家族とつながるためのことばの力の育成に，日本語教
育の観点からどのように貢献していけるか，Eが主体的に楽しめるような実践活動を続けてい
くなかで考えていきたい。 
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